
 

平成 16 年度調査企画部会開催状況 

 （１）第１回調査企画部会 

  ■  日時 ： 平成１６年５月１８日（火）１３：３０～１６：２０ 

  ■  場所 ： 神奈川県東京事務所 会議室 

  ■  報告事項 

   ア 調査団運営及び諸手続の様式・要領等について、事務局から報告した。 

   イ 2004 年度調査委託の実施方針について、事務局から報告した。 

  ■ 討議事項 

   ア 長期スケジュール 

          2006 年度までの長期スケジュールについて議論し、調査団内の横断的報告会や

     県民向け勉強会などが提案された。 

     イ 調査チームの活動 

          重点的な調査エリアのチーム間連携について議論した。 

     ウ 政策検討ワーキンググループの活動 

          政策検討ワーキンググループについて議論し、設置する方向で了承された。 

     エ その他 

      広報県民参加部会との連携、共同調査の参加申し入れについて論議した。 

 

 （２）第２回調査企画部会 

  ■ 日時 ： 平成１６年７月４日（日）１０：００～１２：００ 

  ■ 場所 ： 神奈川県庁新庁舎 12 階 AB 会議室 

  ■ 討議事項 

   ア 調査の実施状況 

          各調査チームから４月以降の調査活動状況について報告した。 

   イ 政策検討ワーキンググループ実施計画 

      政策検討ワーキンググループ実施計画案について討議し、ワーキンググループ

     の設置及び実施計画を実行委員会へ報告することが了承された。 

   ウ セミナー・パンフレット 

         丹沢大山保全再生セミナー及びパンフレットの企画案が提案され、了承された。 

     エ その他 

        調査員等委嘱、調査委託、共同研究の申し出、懸案事項の対応状況について 

     事務局から報告した。 

 

 （３）第３回調査企画部会 

  ■ 日時 ： 平成１６年１０月２２日（金）１３：３０～１６：３０ 

  ■ 場所 ： 神奈川県高相合同庁舎 大会議室 

  ■ 協議事項 

   ア 調査の実施状況及び課題 



 

           各調査チームから調査の実施状況及び課題について報告し、調査間の連携等に

     ついて意見交換を行った。 

   イ 政策検討の進め方 

            政策検討ワーキンググループの活動状況を報告するとともに、今後の政策検討

     の進め方について討議し、政策検討に向けた中間レビューの実施及び政策検討課

     題責任者を各調査チームに置くことが了承された。 

  ■ 報告事項 

   ア 緊急対策等 

            丹沢大山緊急保全対策及び丹沢エコツーリズム発信事業の新規事業化に向けた

     取組について事務局から報告した。 

     イ その他 

        第４回調査企画部会、中間報告会、第５回調査企画部会の開催日程等について

     事務局から報告した。 

      セミナー開催、調査員委嘱、行政連絡会議分科会の設置、人材バンク、パンフ

     レット発行等について事務局から報告した。 

 

 （４）第４回調査企画部会 

  ■ 日時 ： 平成１７年２月２７日（日）１２：３０～１７：００ 

  ■ 場所 ： 神奈川県自治総合研究センター 研修ホールほか 

  ■ 報告事項 

         丹沢大山保全対策推進会議設置、平成 17 年度予算状況、第４回実行委員会及び中

    間報告会の概要案、第５回調査企画部会日程、丹沢大山総合調査の英語表記等につ

    いて事務局から報告した。 

  ■ ポスターセッション 

          各調査グループごとに、ポスター展示、資料配付、パソコン等により調査の概要

    を発表した。 

    ■ 中間レビュー 

    ア 第１部（発表） 

            各調査チーム及び政策検討ワーキンググループが、調査の進捗状況等について

     発表した。 

     イ 第２部（討議） 

            発表及びポスターセッションを踏まえ、政策検討の方向、進め方等について討

     議を行った。 

      その結果、特定課題の一部を追加整理して以下の７課題とすること、政策検討

     課題責任者会議、政策検討ＷＳなど政策検討の取組を調査企画部会に位置付ける

     こと、そのための予算措置を図ることが合意された。 

          〔特定課題〕 ブナ衰退、シカ影響、オーバーユース、森林管理、渓流環境、 

            希少種・外来種、地域環境ガバナンス 

 


